
実践のまとめ(第３学年 国語科) 

 

 令和３年１０月１５日第５校時 

 指導者 南魚沼市立大和中学校 

教諭 新保 かおり 

 

１ 研究テーマ 

語感を磨き、自分の考えを的確に表現する力の育成 
 

２ 研究テーマについて 

(1) 研究テーマ設定の意図 

新学習指導要領(平成29年告示)解説において、全国学力・学習状況調査等の結果によると

「中学校では、伝えたい内容や自分の考えについて根拠を明確にして書いたり話したりする

ことなどに課題がある」と記されている。本校でも、ＮＲＴ学力検査等の結果において「Ｂ

書くこと」に課題があることが分かる。実際、作文活動などの表現活動に苦手意識をもつ生

徒が多く、その理由を「何て書いていいのか分からない」と答えた生徒が多かった。そのよ

うな生徒に教師が、言葉を補ったり言い換えたりすることで生徒が納得して活動を進められ

ることがある。このことから語彙を豊かにし、自分の考えを的確に表現できる力が必要だと

考える。 

自分の考えを的確に表現するために、「自分の考えを表現するため最もふさわしい言葉を

吟味する」ことと、「相手に応じて自分の考えが最も伝わる表現をする」必要がある。自分

の中で言葉を比較したり、仲間とともに語句が持つ意味や語感の差異を確認したりすること

が必要であると考える。 

 

(2) 研究テーマに迫るために  

① 語彙を豊かにするための、思考ツールの活用 

語彙を豊かにするとは、語彙の量と質を充実させることである。語彙力とは、語句を学

ぶだけではなく、具体的に言語活動の中で相手、目的や意図、場面や状況などに応じて、

どの言葉を選んで表現するのかが適切であるか判断したり、言葉が醸し出す味わいを感覚

的に捉えたりすることができる力のことである。判断の基準や感覚的な味わいを視覚化す

るため、思考ツール(ピラミッドチャート)を用いる。 

② 対話的な学びを生み出す活動の設定 

  語彙を豊かにするために、仲間の語彙に対する感覚と比較し、自分の中の言語感覚を研

ぎ澄ましていくことが必要である。「判断の基準や感覚的な味わい」が可視化されたもの

を元に、比較・対比しながら学びが深まることを期待する。 

 

(3) 研究テーマにかかわる評価 

① 生徒の振り返りシートの記述から、語句に対する知識が増えたかどうか、言葉の味わい

やその面白さを感じることができたかどうかをはかる。【生徒の80％以上到達】 

② ワークシートや観察などから、学習前後の作品の変化の理由を、自分の言葉で説明でき

ている。【生徒の80％到達】 

 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 ものの見方・感性を培う 

俳句の世界・俳句十句（現代の国語３ 三省堂） 

(2) 単元の目標 



・具体と抽象など情報と情報の関係について理解を深めることができる。【知識及び技能(2)

ア】 

・表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考えがわかりやすく伝

わる文章になるように工夫できる。【思考力、判断力、表現力等Ｂウ】 

・文章を読んで考えを広げたり深めたりして、自分の意見をもつことができる。【思考

力、判断力、表現力等Ｃエ】 

・言葉が持つ価値を認識するとともに、我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合

おうとする。【学びに向かう力、人間性等】 

(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報と情報の関係について

理解を深めている。【(2)

ア】 

①『書くこと』において自分

の考えがわかりやすく伝わ

る文章になるように工夫し

ている。【Ｂウ】 

②『読むこと』において考え

を広げたり深めたりして、

自分の意見を書いている。

【Ｃエ】 

①言葉が持つ価値を認識し、

自分の思いや考えを伝え合

おうとしている。【主】 

 (4) 単元の指導計画と評価計画（全５時間、本時４／５時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

(評価方法は【 】内で記述する。) 

１ 

（２） 

 

 

○学習目標を確認し、

学習の見通しをも

つ。 

・ 俳句のきまりや表現

の特徴をもとに、俳

句についての理解を

深める。 

・「俳句の世界」を読

み、俳句の特徴を書

き出す。 

・「俳句十句」につい

て、情景を想像しな

がら音読する。 

◎俳句の特徴とはなん

だろう。 

・俳句の基礎知識をま

とめる。 

 

◎作者が伝えたいこと

はなんだろう。 

・俳句の内容を理解す

る。 

※次時で一緒に評価する 

２ 

（２） 

本時 

・ショートストーリー

から俳句を創作す

る。 

・俳句の空欄にあては

まる適切な言葉を探

す。 

・思考ツールを用い

て、選んだ語句を吟

味する。 

◎イメージから言葉を

探そう。 

 

 

◎最も相応しい表現を

探そう。 

知・技①情報と情報の関係につい

て理解を深めている。【行動観

察・ワークシートの記述確認】 

主①言葉が持つ価値を認識し、自

分の思いや考えを伝え合おうとし

ている。【行動観察・ワークシー

トの記述確認】 

３ 

（１） 

・自分の作品を比較し

て、変化とその理由

を説明する。 

・どう変化したのか、

◎どうして変化したの

か説明しよう。 

 

・掲示するための用紙

思・判・表②読むことにおいて、考

えを広げたり深めたりして、自分

の意見を書いている。【ワークシ

ート記述確認】 



なぜ変化したのか、

どちらがよりどうな

のか、自分の言葉で

説明する。 

に作品を記入する。 

 

 

 

４ 単元と生徒   

語彙を豊かにし、自分の考えを的確に表現することで、国語だけでなく全ての教科におけ   

  る言語活動の基盤を作ることができると考える。生徒の実態として、誰とでも温かく関わる

ことができ、班活動が活発に行えたり発言や挙手を積極的に行えたりする。一方で、そのよ

うな生徒は固定化しており、思いはあるものの仲間の前で自分の言葉で何と表現していいの

か分からない生徒がいる。理解し使用できる語句の量を増やし、自分の考えを的確に表現す

るための言葉を選ぶ「判断基準」が養われれば、各教科でさらに活発に意見が出て、学びが

深まるのではないかと考える。 

   また、昨年度「短歌」の学習において、短歌に用いられた言葉や語感などを踏まえショー

トストーリーを創作した。短歌の内容だけでなく、単語の持つ様々な情報からイメージを膨

らませ、自分の体験や思いを交えながら作ることができた。本単元では、ショートストーリ

ーから、意味やイメージ、感覚を研ぎ済ませ「十七音の中のふさわしい五音」を導き出す活

動を取り入れる。言葉に対する認識を深めながら、言葉の面白さや美しさなど日本語の良さ

を味わい、言葉を大切にできる生徒の育成を目指したい。 

 

５ 本時の展開 

(1) ねらい 

・なぜその言葉を選んだのか理由を明確にし、仲間に伝えようとする。【主】 

・最も良い表現を探す中で、言葉に対する理解や認識を深めることができる。【知・技

①】 

(2) 展開の構想 

   生徒自身が前時までに選んだ言葉を、準備した五つの五音のいずれかと比較をする。言

葉を選ぶ基準を生徒自身が認識をし、また話し合いやアドバイスの視点を作る。辞書や仲

間の語感や考えと比較し、自分の考えを再構築し一番納得できる表現を探す中で、言葉に

対する認識や理解を深め、表現の魅力や奥深さを味わわせたい。 

   ・「自分の考えを最も表現できる五音を選ぶ」 

・「自分の考えが最も伝わる五音を選ぶ」  二つの観点から、吟味することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動について１ 
①既存の俳句を元にしたショートストーリを
読んで当てはまる五音を考える 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 自分がふさわしいと思う五音を選び、辞書や
インターネット等で意味や使い方など検索を
する。 
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 (3) 展開 

時間 

(分) 

・学習活動 ○教師の働き掛け 

●予想される生徒の反応 

□評価 ○支援 ◇留意点 

５ ・前時までの流れ
と、本時の流れ
を確認する。 

○ねらいの確認 
問「熱い」「あっつい」
「熱々」どれが一番熱い？  
●答えがばらつく 
意味や使い方、認識の差がある  
 自分の考えや思いを的確に表
現・伝えるために、言葉を自分や
仲間と吟味することの重要性 
 

前時までに自分が「最も
良いと思う表現」が決まっ
ていること。 

カードがあること。  
○PowerPoint画面を黒板に
投影        

１５ ・五枚のうちいず
れか一枚の五音
と自分の言葉を
比べる 

五枚のカード  
 ・淡雪の夜 ・もう一歩 
 ・応援歌  ・ミステリー 
 ・心刻む  ※その他もあり 
 
○比べる五音を選ぶ。 

それぞれ辞書で意味や用法を
調べる。二つを比較し、より
ふさわしい方を選ぶ。  

◇「この中に答えがあるか
もしれないし、ないかも
しれない」ことを伝え、
生徒全て五音に流れない
ようにする。 

◇全員に辞書を配付  
・個人で作業 

１５ ・考えの発表と、
アドバイスカー
ドの記入 

話し合い  
・自分が最も伝えたいこと  
・二つを比較して、なぜそちら

を選んだのかを発表。 
その後、班の仲間から「自分

だったらこの言葉を入れる」と
いう意見をカードに書いて伝え
合う。(１人５分×４、５人) 
 
●「○○に共感できるから、こ
のままがいい」「○○という雰
囲気を大事にしたいなら○○も
いいと思う」 

主① 
言葉が持つ価値を認識し、
自分の思いや考えを伝え合
おうとしている。【行動観
察・アドバイスカードの記
述確認】 

５ ・仲間の意見を参
考に、再度自分
の考えをまとめ
る。 

 

再構築する  
・自分の考えを変えるべきかど

うか。 
・変えるのなら、何がいいの
か。 

知・技① 
言葉やその情報、関係につ
いて理解を深めている。
【行動観察・ワークシー
ト】 

③
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５ ・生徒の思考を振
り返り、学びを
位置づける。 

○代表生徒の発表 
 どのような考えや思考で、そ

の結論に至ったのかを全体で
まとめ共有する。 

◇代表生徒数名の作品を取
り上げ、確かな学びを位
置づける。 

 ※２・３人 

５ ・振り返りと自己
評価をする。 

 次時の活動を確
認する。 

・空欄に本来当てはまる言葉を
発表する。 

・まとめを行う。 

 

(4) 評価 

・自分の考えを仲間に積極的に伝えようとしていたか。また、仲間の考えに自分の意見を述

べていたか。【主①】 

・仲間の意見や辞書の情報を元に、自分の表現を吟味していたか。【知・技①】 

 

５ 実践を振り返って 

 (1) 授業の実際(指導の実際) 

２次-１  

ストーリーから俳句の最初の五音を導き出す活動では、自分の認識している語句から

ふさわしい言葉を選べずに困っていた生徒が多い。語彙の量そのものが少ないこと、ま

た、意識して言葉を選ぶという思考活動そのものをあまりしていないという実態が見え

た。思考ツールを用いて、さまざまな情報を整理し徐々に五音に収束した。思考ツール

はアイディアを出し、思考を整理し考えをまとめる作業に適していると共に、思考の過

程が見えることで振り返りができる点でも有効であった。 

２次－２ 

    思考ツールを用いて導き出した五音と、こちらが用意した五音を比較する活動を行った

結果、「元の五音と変わらない生徒：５２％」「新しい五音に変えた生徒：４８％」とな

った。思考ツールで導いた最初の五音が納得したものになっていた生徒が多い。 

感覚的な「なんとなくいい」を自分の言葉で説明するためにも、有効であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒のまとめ 



 (2) 研究テーマに関わって 

    研究テーマに関する評価は以下のとおりである。(表１) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 

   質問①、②、③ともに肯定的意見が90.0％以上の結果となった。全ての項目で「１：当て

はまらない」と答えた生徒はいなかった。 

  生徒感想・振り返りコメント 

  ・納得する言葉が見つかった時は、登場人物の心情が想像できて楽しかった。 

  ・言葉を使うときは、その意味をしっかり理解して使うべきだと思った。 

  ・良い表現がたくさんあって選ぶのが難しかった。言葉によって伝わり方や雰囲気などが違

っていておもしろいなと思った。 

  ・たった五文字にこんなに悩むと思わなかった。 

  ・正解じゃなくても良い言葉がたくさんあった。自分の五音が一番良いと思った。 

 

(3) 今後の課題 

  ① 「語感を磨くこと」「語彙力を高めること」 

    アンケートから語句に対する新しい気付きや深い味わいを得ることができ、「語感」を

深めることができた様子がうかがえた。生徒自身も概ねねらいを達成できたと感じている

ようだ。しかし、語感の深まりと語彙力の向上には隔たりがあると考える。「言葉」に対

する感覚的なものをより意識的に言語化していく必要がある。 

そのために、普段の言語活動の中で、メタ認知を促す授業や活動をさらに取り入れてい

くことが重要である。授業の中で、教師による学びの位置付けを丁寧に行うことが大切だ

と考える。 

  ② 継続的な指導の在り方 

    生徒は、語句を「意図して」使う機会がとても少ないということが分かった。少ない語

彙数では、仲間と関わる際に摩擦も生まれてくる。今後さらに授業の中で、語句を意図し

て使う場面を多く設けていく必要がある。意味調べなどの「知識」を蓄える場面。作文活

動などの「思考力」「表現力」を養う場面を、単元計画の中で確実に設定したい。さら

に、意味調べなどの単純な活動にとどまらず、様々な取り組みや活動からアプローチして

いく必要を感じた。 

 

＜参考・引用文献＞ 

伊藤園おーいお茶新俳句大賞（第三十回）都道府県賞より 

https://itoen-shinhaiku.jp/archive/30/todou/?p=2 


